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主催：静岡大学翻訳文化研究会

静岡大学翻訳文化研究会『翻訳とアダプテーションの倫理』 (春風社）出版記念
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城 聰 橋 哲 也宮 本×
脚本から演出へ、演劇においてテクストはどう変容していくのか。原作から脚本へ、

どう変わっていくのか。舞台公演を通じて観客は、そして世界は、

静岡を拠点に世界の演劇界に次々と衝撃を与えているSPAC芸術総監督の宮城聰氏と、

シェイクスピアからミュージカルまで舞台芸術を幅広く専門とし、

『宮城聰の演劇世界』の共著もある本橋哲也氏が演劇アダプテーションの本質に迫る。

■■■■■

宮城 聰 (みやぎ・さとし）

1959年東京生まれ｡演出家.,SPAC-静岡県舞台芸術ｾﾝﾀｰ芸術総監督｡東京大学割り田
墜雄毒･渡辺守章・日高八郎各師から演劇論を学びも1990年ク・ナウカ旗揚げ。国際的怨塑
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演活動を展リ

国内外から；

世界各地か4

界を見る窓』

閲

高

ら

し、同時代的テキスト解釈とアジア演劇の身体技法や様式性を融合させた

い評価を得る。2007年4月SPAC芸術総監笹に就任。自作の上演と並

現代社会を鋭く切り取った作品を次々と招聰､またアウトリーチにも力を

アンティゴネ』をフランとしての劇場運営をおこなっている。2017年『

ヴイニヨン演劇祭のオープニング作品として法王庁中庭で上演｡他の代表作にR王女

『マハーノーラタ』『ベール威ギュントJなどb平成29年度第69同雲術選奨文部科学大

として法王庁中

虜ども平成29年
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静岡大学翻訳文化研究会『翻訳とアダプテーションの倫理』（春風社）出版記念

公開対談宮城聰×本橋哲也

演劇、変わり得ることへの希望

日時:2019年3月4日（月) 18:30～20:00

場所：静岡県男女共同参画センターあざれあ第一研修室（4階）

(JR静岡駅北口徒歩10分〒422-8063静岡市駿河区馬渕1丁目17-1電話054-255-8440)

定員:80名

申し込み：入場無料ですが、事前申し込みが必要です。Eメールもしくは電話でご氏名と参加人数をお知らせ下さい。

定員を超えた場合のみ、お断りの返事を差し上げます。

灘
Eメール: honyakubunka@gmail.com

電話：054-238-4523（今野。不在の場合はお名前と電話番号をお吹き込み下さい）

主催；静岡大学人文社会科学部翻訳文化研究会

＊本対談は日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(B) 『ポストメデイア時代の翻訳論」 （課題番号: 15HO3199)

による研究成果公開イベントです。翻訳文化研究会による『翻訳とアダプテーションの倫理一一ジャンルとメディアを

越えて』（春風社、2019年2月刊）の出版記念を兼ねています。お二人の対談者と、研究会メンバーの質疑応答もお楽

しみ下さい。
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